













































































































































































































































な技術構造(打 ・投 ・捕 ・走)が復雑で，個人としてなかなか身に付けられない
ことや，ノレーノレや戦術が他の種目と比べ複雑であるということが考えられる。

































この 2つの側面にアプローチをかけながら P 打つことの特性を深め，打つことが
もっ楽しさを追求させる。 (図 2)








































































平均値(標準偏差) 群 の 測定時期 交互
n の主効果単冗前 (SD) 単z後(SD) 主効果 作用
身体的 上位群 9 12.78(1.99) 13.00(2.18) 
有能さ 中位群 13 8.62(1.45) 8.69(2.36) 39.26合合 n.S n.s 
の認知 下位群 10 5.50(0.85) 6.50(2.01) 
上位群 10 18.70(1.49) 18.30(1.16) 
統制
中位群 13 15.23(0.93) 16.23(2.20) 45.63合合 5.14合
感
n.s. 
下位群 9 11.67(1.12) 13.56(2.60) 
上位群 12 17.25(1.14) 17.50(1.45) 
受容
中位群 11 14.55(0.52) 15.46(3.08) 21.92** 6.89* 
感
n.S 
下位群 9 11.89(1.17) 13.89(2.89) 
運動 上位群 10 47.80(3.49) 48.40(2.94) 
有能感 中位群 11 38.91(1.81) 40.91(4.18) 82.45** 14.65** n.s 















































目 『打つJという特性が， r脚j， r軸j， r重心」といった身体の使い方へ
と広がりを見せた。










1. 1 打つ 1.3守る(アウト)
1. 1. 1 運動行為の結果に対する喜 1.4走
び 1.5充実感
1. 1. 2 運動感覚への陶酔 2 集団に関すること
1. 1. 3 課題意識の生成 2. 1応援
1. 1. 4 楽しさの意味形成 2. 2協力
1. 1. 5 自覚的身体変化による動機 2. 3得点
づけ 2. 4チームへの貢献
1. 1. 6 成功の不安定さの楽しさ 2. 5ゲームの楽しさ
1. 1. 7 仲間の運動への共感 2. 6勝敗
1. 1. 8 環境による相互作用 2. 7ノレーノレ(楽しさ)
1. 1. 9 励ましの力 2.8ノレーノレ (理解)
1. 1. 10教師との相互作用 2.9連帯感
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